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映像制作の初歩
７）台本の完成

８）ナレーション収録・テロップ作成
９）MA（音入れ）
10）完プロ（完成編集・納品）
台本作成
＃撮影用台本－構成表とは別に作成するもの
＊ナレーション台本作成の注意
　編集と平行して作業する。

　シーン、経過時間、コメント（台詞）を分けて表にする。

　理像を見せるところと、説明するところを意図的に分ける。

　ナレーションが尺におさまるように書く。
　文章として成り立っていること。

　内容の正確さが重要。「・・・である」「・・・といわれている」「・・・という研究者もいる」
　主語と述語の明確化。短文で切ることがコツ。
＊テロップ（字幕）の注意

　必要最小限にする。画面の文字情報は映像に集中できなくする。
　インタビューなどでは、話者のメッセージを要約・強調するのに有効。

　画面効果の使用は必要最小限に。
　テロップを出す位置は一定に。
＊効果音・BGM
　できるだけ著作権フリーの素材、オリジナルの素材を使用。

（無断使用は個人・教室の範囲外では問題になる）
　どのような音をつけるか、あらかじめ台本に記入しておくのがよい。
　過剰な演出は避ける。音ひとつで印象ががらりと変わる。
------
課題：

博物館で展示に使う映像を制作してみよう

例：「○○の四季」、「△△のおいたち」、「××の～～のひみつ」

　動植物・地質・岩石や化石といった、「もの」のありようを、科学的に正しくわかりやすく伝える映像を制作する。

構成表・台本を作成し、3分程度の映像（完成品）とともに提出せよ。
（期限：冬休み中）

Webサイト：http://www.h-hagiya.com/fs/
